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資料２－３　次期ビジョン検討材料（農林水産省食料・農業・農村基本計画の概要）

３ページに施策の内容

- 1 -



農林⽔産省 ⾷料・農業・農村基本計画（ポイント等）
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農林⽔産省 ⾷料・農業・農村基本計画（新計画と前回との⽐較）

① 地域資源を活⽤した所得と雇⽤機会の確保（拡充）
（複合経営、地域資源の⾼付加価値化、地域経済循環等)

② 中⼭間地域をはじめとする農村に⼈が住み続けるための条件整備

③ 農村を⽀える新たな動きや活⼒の創出（拡充）
（地域運営組織、関係⼈⼝、半農半Ｘ等のライフスタイル等)

④ 上記施策を進めるための関係府省で連携した仕組みづくり

１ 多⾯的機能⽀払制度、中⼭
間地域等直接⽀払制度の推進
や、⿃獣被害への対応強化
２ ⾼齢化や⼈⼝減少の進⾏を踏
まえ、「集約とネットワーク化」など
地⽅創⽣に向けた取組の強化
３ 都市農村交流、多様な⼈材の
都市から農村への移住・定住等の
促進

３
農
村
の
振
興

① 担い⼿の育成・確保

② 多様な⼈材や主体の活躍（拡充）
（中⼩・家族経営、農業⽀援サービス等）

③ 農地集積・集約化と農地確保 （拡充）
（⼈・農地プラン実質化、農地中間管理機構のフル稼働等）

④ 農業経営の安定化

⑤ 農業の成⻑産業化と国⼟強靱化に向けた基盤整備（拡充)
（⾃動⾛⾏やＩＣＴ⽔管理を可能にする基盤整備、

⽔利施設の保全管理、防災・減災対策等）
⑥ 需要構造等の変化に対応した⽣産基盤の強化と流通・加⼯構造
の合理化

⑦ 農業⽣産・流通現場のイノベーションの促進（拡充）
（スマート農業の加速化、デジタル技術の活⽤等）

⑧ 環境政策の推進

１ 担い⼿の育成・確保

３↗ ⼥性農業者が能⼒発揮でき
る環境の整備

４↗ 担い⼿への農地集積・集約
化と農地確保

２ 経営所得安定対策の着実な推
進

５ 農業⽣産基盤整備

６ 飼料⽤⽶等の戦略作物の⽣産
拡⼤、農業の⽣産・流通現場の
技術⾰新等

７ 気候変動への対応等の推進

２
農
業
の
持
続
的
な
発
展

① 新たな価値の創出による需要の開拓（拡充）
（６次産業化の発展、⾷品流通の合理化等)

② グローバルマーケットの戦略的開拓（拡充）
（輸出促進、知的財産の保護・活⽤等）

③ 消費者と⾷・農とのつながりの深化（拡充）
（ＥＣやＳＮＳの活⽤等）

④ ⾷品の安全確保と消費者の信頼の確保

⑤ ⾷料供給のリスクを⾒据えた総合的な⾷料安全保障の確⽴

⑥ TPP等新たな国際環境や、今後の国際交渉への戦略的な対応

3↗ ６次産業化、輸出、⾷品産
業の海外展開等を促進

２ ⾷育の推進と国産農産物の消
費拡⼤、「和⾷」の保護・継承

１ ⾷品の安全確保、消費者の信
頼の確保

４ 総合的な⾷料安全保障の確⽴

１
⾷
料
の
安
定
供
給
の
確
保

新計画（2020年３⽉）前回（2015年３⽉〜）
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